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出
産
男
女
別
の
統
計
的
研
究

青

盛

手口

雄ー

序

設

凡
そ
地
球
上
白
人
聞
に
は
男
女
の
別
が
存
す
る
が
故
町
、
斯
る
爾
性
の
配
偶
闘
係
は
人
類
種
族
の
一
生
成
と
存
績
に
採
っ
て
頗
る
軍

犬
な
る
意
義
を
有
す
る
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
昔
か
ら
一
特
定
地
域
の
人
口
に
於
け
る
男
女
別
割
合
白
知
識
し
か
た
い
人
々
に
依
っ
て

も
、
狛
婚
姻
制
度
一
般
に
於
て
一
夫
一
婦
白
組
合
せ
を
以
て
吐
曾
的
常
例
又
は
紳
の
秩
序
と
見
倣
し
て
来
た
理
由
は
、
或
特
定
期
間

白
出
生
締
敷
中
に
於
け
る
男
女
の
割
合
が
殆
ん
ど
差
異
泣
か
り
し
事
買
に
求
め
ら
れ
る
。
此
際
に
於
て
生
死
以
外
に
移
住
闘
係
の
影

刷
叫

響
在
家
っ
て
ゐ
る
一
地
方
人
口
の
性
別
構
成
ゃ
、
婚
姻
遡
齢
者
の
み
に
於
け
る
男
女
白
教
的
割
合
を
算
定
し
て
一
夫
一
婦
の
婚
姻
制

度
が
考
へ
ら
れ
た
詩
で
は
た
い
。
従
っ
て
婚
姻
閥
係
は
成
年
男
女
の
人
口
比
例
に
間
接
の
開
聯
を
有
す
る
に
し
て
も
、
所
調
る
多
夫

叉
は
多
妻
白
制
度
は
等
ろ
人
口
白
男
女
別
比
例
と
直
接
に
は
何
等
の
閥
係
も
た
昔
別
の
原
因
か
ら
起
る
と
栴
す
べ
き
で
あ
る
。
況
ん

や
同
生
総
数
中
心
男
女
別
比
例
か
ら
一
夫
多
妻
又
は
多
夫
一
妻
白
婚
姻
制
度
を
推
論
し
得
ぎ
る
と
と
は
首
然
で
あ
H
U
o

捗
、
主
目
々
の
祖
先
が
各
自
の
穂
性
の
匡
別
在
意
識
し
て
共
白
数
的
割
合
白
法
則
性
に
驚
嘆
D
聾
を
皐
げ
た
D
は
、
恐
ら
〈
人
聞
が

自
己
を
取
園
む
諸
現
象
に
科
事
的
一
た
る
観
察
を
初
め
て
以
来
白
E
と
で
あ
る
か
ら
、
出
生
男
女
別
む
研
究
は
頗
る
古
〈
且
つ
多
数
で

あ
る
。
就
中
、
生
物
た
る
人
聞
の
性
別
決
定
原
因
に
関
聯
し
て
端
康
憶
測
に
類
す
る
研
究
を
も
悉
く
網
羅
す
れ
ば
、
汗
牛
充
棟
と
い

ム
比
一
怖
も
陳
腐
と
思
は
れ
る
程
の
頗
る
多
数
の
文
献
資
料
が
氾
濫
せ
る
を
見
出
ナ
で
あ
ら
う
。
査
し
問
題
が
人
間
性
の
一
脚
秘
に
闘
す

閏
産
男
女
別
的
統
計
的
軒
究

勢
五
十
=
一
巻

^ 
ブb

第
一
一
揖

ノ丈

ブu
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出
産
男
女
別
の
統
計
的
研
究

第
五
十
一
一
一
番

九
O 

第

競

九
O 

る
故
か
、
古
来
数
多
き
研
究
が
存
す
る
に
も
拘
ら
歩
、
買
に
科
接
的
左
る
研
究
と
稽
し
得
べ
き
も
白
は
甚
だ
稀
で
あ
る
と
謂
は
ね
ば

詮
ら
ね
有
様
で
あ
る
か
ら
、

E
口
々
は
斯
る
性
決
定
因
子
忙
闘
す
る
新
規
な
る
臆
設
を
更
に
追
加
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
と
を

冒
頭
に
断
っ
て
置
〈
必
要
が
あ
る
。

次
に
現
代
迄
に
於
け
る
人
口
統
計
畢
史
上
の
活
設
を
掲
げ
て
問
題
の
所
在
を
明
瞭
に
し
て
見
た
い
と
思
ム
。

先
づ
平
常
時
に
於
て
は
英
蘭
の

T
E
P
E
E
(
E回

。

l
亘
)
に
依
る
十
七
世
紀
中
葉
の
新
鷲
見
が
潟
さ
れ
て
以
来
、
出
生
男
女
別

白
一
割
合
は
最
も
典
硝
一
的
在
る
恒
常
性
を
有
す
る
統
計
的
訣
別
で
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
白
に
勤
し
て
、
非
常
時
に
て
は
凋
逸
D
-

。E
B

F
吉
田
5
5出
島
(
弓
ヨ
l
H
4弓
)
が
十
八
世
紀
の
事
賓
か

ι指
摘
せ
る
如
〈
吋
男
児
白
女
児
に
劃
す
る
比
較
的
な
る
超
過
率
白
上
昇
が

殆
ん
ど
自
明
白
事
項
の
如
〈
確
認
さ
れ
て
今
日
に
雫
っ
て
ゐ

Z
有
様
で
る
る
。
然
ら
ば
平
時
と
戦
時
に
於
け
る
出
生
男
女
別
の
安
定

ム
」
撹
飢
と
に
内
在
す
る
矛
盾
は
果
し
て
如
何
に
し
て
解
決
さ
れ
得
る
も
白
で
あ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
出
生
男
女
別
白
恒
常
性
と
戦
時

に
於
け
る
男
児
率
上
昇
の
有
無
を
検
討
す
る
と
と
が
本
論
の
究
極
的
た
る
研
究
目
的
と
た
る
。

必
宇
や
円
一
U
E
Eち

F
E
E
-
(弓
田
昌
吉
)
忙
始
ま
り
、
者

上
述
白
一
剛
者
に
於
け
る
見
解
の
封
立
せ
る
靴
を
解
〈
に
は
、

H
L
Z
M
h
k
E
K
H
d
n
r
z司
B
j
J
巧
E
O三
百
四

J

ぜ
干
の
人
々
に
依
り
継
承
さ
れ
来
っ
た
所
白
出
生
男
女
別
の
費
動
は
流
死
産
の
頻
繁
嘩

に
依
存
す
る
と
見
倣
す
見
解
に
承
服
す
る
外
は
泣
い
で
あ
ら
う
。

誌
で
王
口
々
が
死
産
と
出
生
を
含
む
出
産
自
み
に
限
っ
て
共
の
男
女
別
を
取
扱
ム
所
以
を
積
者
諸
賢
に
納
得
し
て
貰
ふ
誌
に
、

乍
ら
生
物
事
や
遺
侍
串
に
所
謂
る
性
決
定
理
論
に
働
れ
て
置
〈
べ
青
で
あ
ら
う
。
生
物
一
般
の
雌
雄
が
如
何
に
し
て
定
士
る
か
は
二

十
世
紀
に
至
っ
て
、
性
染
色
髄
白
鷲
見
に
依
り
漸
〈
解
明
へ
白
希
望
を
質
ら
せ
る
か
む
如
く
で
あ
る
が
、
之
も
畢
覚
は
精
子
母
細
胞

に
於
け
る
染
色
憶
の
細
胞
分
裂
過
程
か
ら
推
論
し
て
、
帰
来
に
於
て
男
児
又
は
女
児
と
た
る
べ
昔
物
質
む
激
は
相
等

L
〈
、
人
数

ι !底

J. H. Hartmann j Pie Sexualproportion der Geborenen und der Krieg 
Allg. St. Archiv. Bd. VIII， 1921， S. 19 

5) Naturnl nnd Polit叫 al ObservatioDS upon the Bills of Murlality， London 
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於
け
る
性
決
定
凶
子
は
母
の
卵
細
胞
に
は
友
〈
て
父
の
精
子
側
に
あ
る
と
の
推
定
が
試
み
得
る
だ
け
で
、
斯
る
貫
験
的
成
果
に
採
る

推
論
を
延
長
し
て
生
殖
細
胞
発
育
の
弐
の
段
階
に
扇
す
る
受
胎
時
貼
又
は
妊
娠
初
期
に
於
け
る
母
慨
曲
刊
の
胎
児
の
男
女
別
に
就
い
て

之
が
一

0
0
%
の
同
数
で
あ
る
か
否
か
は
俄
に
推
断
さ
れ
得
た
い
。
況
し
て
女
児
よ
り
男
児
が
多
く
生
れ
る
と
い
ふ
理
由
は
染
色
樫

四
論
に
は
求
め
得
べ
く
も
た
い
。
偲
令
人
間
白
性
別
は
受
胎
白
瞬
間
若
〈
は
妊
娠
初
期
江
於
亡
既
に
決
定
さ
れ
て
居
る
に
・
も
せ
よ
、

受
胎
し
又
は
流
産
せ
る
胎
兇
白
性
別
鑑
定
を
顕
微
鏡
下
に
大
数
に
亙
っ
て
観
察
し
得
ざ
る
以
上
、
受
胎
及
び
流
産
白
男
女
別
に
闘
す

る
統
計
的
研
究
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
と
謂
は
ね
ば
左
ら
由
。

今
吾
々
は
之
以
上
統
計
皐
史
上
の
諸
丈
献
を
渉
猟
し
た
h

山
、
外
園
の
統
計
資
料
を
詮
索
し
た
り
す
る
徐
裕
は
友
い
。
又
一
般
的
に

統
計
壊
と
統
計
的
研
究
と
白
閥
聯
を
一
古
鴻
ナ
る
積
り
も
友
い
。
晴
意
閲
ナ
る
所
は
戦
時
下
円
本
に
於
て
出
生
と
い
ふ
人
口
動
態
現
象

に
於
け
る
男
女
て
ふ
質
的
構
成
比
率
の
礎
化
D
有
無
の
確
認
に
あ
り
、
若
し
斯
様
な
鑓
動
あ
り
と
す
れ
ば
共
の
原
因
は
果
し
て
何
か

を
探
究
す
る
に
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
と
で
以
下
に
於
て
先
づ
出
産
現
象
忙
闘
す
る
人
口
統
計
的
研
究
法
を
解
説
し
、
吹
い
で
日
本
内
地
に
於
け
る
都
都
別
に
分
ち
た

る
出
生
性
比
D
考
察
に
移
り
、
死
産
性
比
D
静
態
的
観
察
を
附
加
し
た
る
後
に
、
出
産
男
女
別
の
動
態
統
計
を
吟
味
し
、
最
後
に
資

料
。
批
判
に
耐
へ
得
て
正
確
件
hz
有
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
大
阪
府
調
査
白
出
産
統
計
に
就
い
て
、
現
下
D
我
凶
人
口
動
態
に
支
那
事

理
白
及
ぼ
せ
る
影
響
の
一
端
を
解
明
し
て
置
か
う
と
息
ム
。

出
産
の
人
口
統
計
的
研
究
方
法
に
就
い
て

吾
々
は
則
廃
現
象
の
研
究
陀
際
L
て
た
づ
之
等
の
川
諸
に
謝
す
る
概
念
規
定
か
ら
初
め
て
突
に
共
の
統
計
的
取
扱
方
法
を
解
説
し

出
産
男
女
別
白
統
計
的
掛
究

第
五
十
三
巻

傍

観

九

:ft. 

Die gdttliche Ordnung. Teil II. Ausg. II. 1762. S. 266. (~ 422). 
H四 dbuchder Populationistik， Ulm 1741， SS. 137-158. (財部文庫)
Abhandlungen zur Theorie der Bevolkerung当ー und Moralstatistik. Jena 190')， 
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出
産
男
女
別
の
統
計
的
岡
究

第
五
十
一
一
一
巻

第

競

大A

九

℃
置
く
必
要
が
あ
る
。
普
通
に
出
産
と
は
分
娩
又
は
出
生
と
同
義
語
と
見
ら
れ
易
い
け
れ
ど
も
、
厳
密
な
る
術
語
と
し
て
使
用
す
る

際
に
は
吹
白
如
く
概
念
し
峻
別
し
て
置
〈
己
と
が
安
営
で
あ
る
。

最
初
に
向
産
と
分
娩
と
白
匝
別
を
比
較
し
て
云
へ
ば
、
前
者
は
自
然
的
に
子
が
産
ま
れ
出
る
揚
合
を
指
相
附
す
る
白
に
針
し
て
、
後

者
に
は
人
γ

ム
的
分
娩
が
あ
り
、
或
は
女
に
限
っ
て
子
を
苧
む
能
力
が
あ
る
と
い
ふ
が
如
く
共
白
意
味
合
が
異
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
例

へ
ば
一
園
人
口
の
出
産
率
は
考
へ
得
ら
れ
で
も
、
国
民
全
慌
白
分
娩
能
力
と
は
云
は
れ
得
友
い
。
共
故
に
愛
児
産
共
他
白
複
産
を
含

む
揚
合
に
は
出
産
綿
教
は
分
娩
同
教
よ
り
も
多
く
在
る
筈
で
る
る
。

-
択
に
出
生
と
は
、
我
園
白
民
法
及
び
戸
籍
法
上
白
貸
例
に
徴
す
る
も
、

1
活
昔
て
生
れ
た
者
白
み
を
数
へ
、
出
産
白
直
前
迄
に
既
に

死
ん
で
産
れ
た
る
胎
児
は
、
八
百
娩
及
び
出
産
の
数
に
は
合
算
さ
れ
て
も
出
生
に
は
包
含
さ
れ
た
い
。
更
に
燐
別
を
可
と
す
る
言
葉
に

平
産
、
流
産
及
び
堕
胎
等
を
含
む
所
謂
る
失
産

F
E明
5
g】
沖
と
い
ふ
種
類
が
あ
る
。
死
産
と
出
生
を
総
括
し
て
出
産
現
象
白
み
を

問
題
と
す
る
立
場
か
ら
は
、
男
女
別
の
鑑
定
も
困
難
在
る
妊
族
初
期
に
於
け
る
自
然
強
生
的
な
る
流
産
十
、
性
別
を
選
ば
や
し
て
犯

意
を
件
へ
る
堕
胎
行
筋
白
如
昔
は
到
底
確
実
友
る
統
計
資
料
と
し
て
取
扱
ひ
得
な
い
と
思
は
れ
る
か
ら
、
会

τ之
等
を
論
外
に
置
〈

外
は
な
い
。
但
し
早
産
又
は
未
熟
産
の
如
き
は
生
死
の
判
定
に
従
っ
て
出
産
に
這
入
る
揚
合
と
を
〈
流
産
と
同
一
一
腕
せ
ら
れ
る
揚
合

と
が
あ
る
露
で
あ
る
。

序
に
出
産
男
女
別
に
閲
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
無
事
忙
出
生
せ
る
揚
合
に
於
て
は
子
供
の
性
別
は
殆
ん

E
決
定
し
得
る
に
し
て
も

死
産
せ
る
胎
児
の
髄
性
に
就
い
て
は
常
に
何
れ
か
に
断
定
し
得
る
と
は
限
ら
左
い
事
責
で
あ
る
。
死
産
と
流
産
と
を
妊
娠
月
数
白
幾

ヶ
月
で
匝
別
す
る
か
も
問
題
で
あ
る
が
、
夫
々
の
最
頻
教
が
妊
娠
九
ヶ
月
と
三
ヶ
月
に
あ
る
己
と
は
欝
率
的
に
も
例
詮
さ
れ
得
る
で

あ
ら
う
。
そ
こ
で
妊
娠
四
ヶ
月
以
後
の
死
産
ー
と
し
で
登
録
済
白
死
産
総
数
中
に
於
て
も
、
母
む
懐
苧
月
数
別
に
依
り
分
類
す
れ
ば
、

Zur Frage des sinkenden】壬nabenuberschussesunter den ehelich Geborenen. 
Bulletin -de l'institut international de statistique， Torne XX. Livr. 2. Vienne 
11)15・55.378-492 
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通
常
白
出
産
時
期
た
る
十
ヶ
月
(
二
百
八
十
日
)
よ
り
受
胎
後
四
ヶ
月
に
ま
で
湖
及
す
る
に
従
っ
て
、
性
別
不
詳
友
る
項
目
に
属
す
る

死
産
が
漸
吠
に
増
加
し
て
ゐ
る
む
を
知
る
の
で
あ
る
。
斯
る
男
女
不
詳
自
存
す
る
限
り
、
女
白
胎
児
を
も
男
と
見
誤
る
可
能
性
は
増

加
す
る
害
で
は
あ
る
が
、
本
論
に
於
て
は
既
に
男
女
の
判
定
さ
れ
得
た
範
囲
内
で
の
出
産
男
女
別
比
例
を
算
出
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
断
っ
て
置
〈
べ
き
で
あ
ら
う
。

採
、
出
産
男
女
別
主
統
計
的
に
表
示
す
る
に
は
、
次
の
二
種
の
方
法
が
使
用
さ
れ
る
。
簡
略
化
む
矯
に
男
児
教
を

m
と
し
女
児
数

自

足

を

w
と
す
る
数
式
は
、
↑
類
別
比
例
。

-
Z
2
5宮
田

E
S
で
は
司
H
U

劃
刑
判
引
・

ο
H引
件
川
町
w

・.・町

+
O
H
H
D
関
係
が
あ
り
、

ロ
×
4

H
刑
×
刊
日

H
H
D
閲
係
と
き
也
。

∞
闘
係
比
例
回
日
号
百
四

S
E
E
K
於
て
は
、

T
h
V
7
…v

斯
く
て
↓
類
別
比
例
の
算
式
に
て
は
F
は
線
人
口
に
於
け
る
男
児
率
で
あ
り
、

Q
は
女
児
寧
を
示
し
て
居
る
の
に
反
し
て
、
次
白

三
閥
係
比
例
に
於
け
る
U
及
び
V
は
夫
々
反
封
の
性
に
針
す
る
男
鬼
及
び
女
児
の
超
過
率
を
意
味
し
て
居
る
。

右
の
一
一
種
の
比
例
は
夫
々
一
方
か
ら
他
方
を
換
算
す
る
こ
と
も
出
来
る
位
で
あ
り
、
共
の
取
捨
選
揮
は
云
は
む
自
由
で
は
あ
る
が

併
し
意
味
と
利
用
に
莞
臭
が
あ
っ
、
て
、
古
来
枇
舎
統
計
で
は
闘
係
比
例
が
憤
用
さ
れ
て
屑
h

円
、
故
現
統
計
に
て
は
類
別
比
例
が
比
較

的
多
く
採
用
さ
れ
て
居
る
様
様
で
あ
る
。
認
で
は
出
産
に
於
ナ
一
一
般
的
左
る
男
児
超
過
の
事
寅
を
示
す
に
趨
営
で
あ
り
、
理
解
も
容

易
左
7
0
闘
係
比
例
を
使
用
す
る
己
と
と
し
、
女
児
百
人
に
付
男
児
幾
何
と
い
ふ
百
分
峯
を
以
て
表
現
す
る
と
と
に
し
た
。

殆
ど
類
似
な
る
見
解
か
ら
死
産
の
頻
繁
率
を
算
向
す
る
に
も
出
生
百
人
に
付
死
産
幾
胎
と
い
ふ
表
示
方
法
主
採
用
し
た
。
此
際
の

死
産
中
に
は
男
女
不
詳
を
も
合
む
か
ら
、
男
女
合
計
と
死
産
綿
教
と
は
一
致
し
た
い
。
又
抜
で
は
論
外
で
あ
る
が
、
腕
来
に
於
て
乳

児
死
亡
率

E
算
出
す
る
揚
合
と
己

O
死
産
率
去
は
同
じ
出
生
数
を
分
母
と
す
る
謹
で
あ
る
。
4

ん
も
死
産
と
乳
児
死
亡
と
は
男
女
別
に

於
け
る
見
鬼
超
過
率
に
於
て
山
内
生
性
比
よ
り
も
活
か
に
高
い
黙
で
類
似
し
て
は
居
る
が
勿
論
己
白
雨
者
主
混
同
す
べ
き
で
は
な
い

U

商
産
男
女
別
の
統
計
的
研
究

揮
五
十
一
一
一
巻

察

強

九

九

O m  S晶ok叩 a副Ip'問。叩F町D"巧J白nenve吋企 Fφd，閏e】len叫.0510 1昭92珂4-(但s巴xP<四o即νリ叫d山li凶1以加onand 社
Va町na副tion田5in Relatio目nt旬。 Ant陪e
捕上英男 L男女の受脂割告τ 続計時報樺九十三鵠、昭和十四午、大頁以下。
M. Boldrini; Sulla proporzione dei sessi nei con但 p"皿 entie nelle na5cite. 
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出
産
男
女
別
の
統
計
的
研
究

第
五

l
一一一巻

九
四

害事

務

九
四

都
郡
に
於
け
る
出
産
男
女
別
の
静
態
的
視
察

日
本
内
地
人
口
動
態
の
中
で
出
生
現
象
が
支
那
事
援
の
影
響
を
受
け
た
白
は
昭
和
十
三
一
年
以
降
で
あ
る
。
昭
和
年
聞
に
這
入
っ
て

以
来
、
例
年
二
百
寓
人
以
上
の
締
出
生
数
が
続
い
て
居
た
我
図
に
於
で
、
己
の
年
忙
百
九
十
有
徐
高
人
の
出
生
し
か
記
録
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
は
、
首
然
に
抽
出
想
も
さ
れ
得
た
事
項
か
も
知
れ
左
い
が
可
杢
〈
の
意
外
と
思
は
れ
る
白
は
此
年
以
降
の
出
生
減
退
に
も
拘

ら
J
Y
、
出
生
に
於
け
る
男
児
超
過
率
の
上
昇
が
徐
り
に
も
顕
著
に
宥
取
せ
ら
れ
る
と
と
で
あ
る
。

王
口
々
は
斯
る
出
産
男
女
別
の
動
態
的
分
析
を
進
め
る
前
に
、
昭
和
十
主
年
日
本
内
地
都
齢
別
に
於
け
る
ほ
の
年
齢
級
別
に
匹
今
せ

る
摘
出
出
生
見
立
別
と
死
産
寧
と
の
闘
係

E
検
討
す
る
註
味
を
次
に
漣
ぺ
て
見
ょ
う
。

普
諸
に
父
母
円
年
齢
に
於
け
る
絶
封
敷
又
は
相
劃
的
年
齢
差
の
み
で
も
出
生
子
の
樟
性
に
直
接
の
聞
係
あ
り
と
稽
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
若
L
死
産
車

内
差
別
的
を
無
視
し
て
矢
親
の
年
齢
が
母
親
に
超
過
す
る
度
合
に
臆
ビ
出
生
に
於
け
る
男
児
超
過
が
説
明
さ
れ
得
る
ー
と
す
れ
ば
、
同
様
に
し
て
女
親
よ
P

身
長
高
斉
一
男
親
が
多
い
こ
ー
と
が
男
児
の
比
較
的
多
〈
生
れ
る
理
由
と
な
る
か
も
知
れ
ぬ
。
又
二
卵
性
隻
産
児
に
於
で
は
母
親
の
年
齢
が
増
進
す
る
に
伴

っ
て
出
産
白
割
合
が
詞
主
P
、
従
っ
て
京
子
は
舟
の
勾
齢
が
三
十
歳
か
ら
四
十
歯
に
至
る
聞
に
於
て
最
も
多
〈
問
産
し
、
而
も
と
白
年
齢
級
に
於
て
明

川
却

産
申
は
最
低
を
一
耳
ず
か
、
b
、
女
親
の
年
齢
噌
加
は
活
き
て
生
れ
た
る
こ
卵
性
饗
生
子
に
於
て
は
漸
次
に
男
児
超
過
度
告
を
高
め
る
結
果
ー
と
も
な
ら
う
。

そ
と
で
最
初
に
第
一
去
を
見
る
と
A
日
本
内
地
で
は
母
親
の
年
齢
が
増
す
に
連
れ
て
男
児
超
過
率
は
低
下
し
、
死
産
率
は
逆
に
上

昇
す
る
と
い
ム
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。
試
み
に
己
の
両
者
自
相
閥
係
数
手
一
算
出
す
れ
ば
、
非
常
に
高
い
相
闘
の
存
在
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

d
然
る
に
人
口
十
高
以
上
白
大
都
市
町
と
共
他
の
郡
部
及
び
人
口
十
寓
未
満
白
中
小
都
市
を
合
む
地
方
的
に
全
国

h主
国
分

し
て
考
察
す
れ
ば
、
上
述
の
如
急
死
産
率
と
出
生
性
比
の
聞
に
存
す
る
高
い
相
闘
は
見
ら
れ
た
い
で
、
共
他
地
方
に
於
て
は
日
本
内

地
よ
り
は
低
く
、
大
都
市
に
て
は
共
他
地
方
よ
り
も
民
に
相
闘
の
程
度
が
薄
い
結
果
が
得
巴
れ
る
。
然
ら
ば
日
本
金
幽
慨
に
於
て
死
産

I王andwortf'"rbuch der StaaLswiss. AuO. IV. BJ. 4. Jena-.19;Q， S. 867 
schlechtsverhaltnis der Geborenen. (¥V. ¥Vinkler) 
G. He】del; Das Geschlechtsverhaltnis der Geborenen， insbesondere deT ges 
teigerte Knabeniiberschu5s der. Geborenen im Reich nadl dem Kriege .1914-

Ge 
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母白年齢紋別嫡出子出生性比と死産車(昭和十モ年)

Jt包 母親の 出 生 死 産

域
年 齢組 (1)男児 (…|性比例 33)同叩引制 l

18歳以下 11 ，fi6' 10，R.~R 109.2 22，499 1.2 860 3.8 

(A) 
19一一 23 176，579 165，572 106.8 341，951 18.7 11，984 3.5 

24 - 28 298，419 279，976 106.6 578，395 31.5 21，264 3，7 

日
29ー-33 222，292 21O，u63 105.8 432，355 23.6 18，975 4.4 

本 34 - 38 155，041 148，264 104.6 割問，305 16.6 17，578 5.8 

39 - 43 08，954 66273l1040 ]35，~~7 6.:1 10，462 7.7 
内

44歳~1 ト 10，320 9，732 I 101.8 20，052 1.1 
地 年齢不許 40 27 I 67 2司

需型 数 | 叫 附 ! 酬545I 105.9 1 1 ， 833， 85 1. 1 仰河|町9914~5
1，820 1，715 106.1 3，535 0.9 226 6.4 

(B)!1'9 - 23 39，143 ~6， 351 107.7 75，594 19.1 3，480 4.6 

24 - 28 74，440 68，898 108.0 143，338 36.1 6，328 4.4 

大 :1 29- 33 49，932 45，806 109.0 95町734 24.2 5，009 5.2 

1134~38 28.67マ 27，776 107.0 5o，463 gl  3，928 7.1 

都 39 - 43 10，105 9，543 105.9 19，648 4.9 1，948 9.9 

44歳以上 1，445 1，360 106.2 2，805 0.7 1，183 4.2 

市 年齢不詳 8 6 14 18 

車車 盈 l叫 670I 190，455 I 108.0 I帆 12o 110叫即33I 5.4 

18設以下 9，841 8，122 107白 1ケ，~64 1.2 634 3.5 

(C) 
19 - 23 137，436 129，221 106.5 266，357 18.2 8，504 3.2 

24ー-28 223，979 211，078 106.1 435，057 30.2 14，936 3.4 
其 29 - 3~ 172，日目。 164，257 104.9 336，621 24.1 13，966 4.2 

他 34 - 38 126，364 121，488 104.0 247，842 17.2 13，650 5.5 

地
29 - 43 .58，849 56，730 103.7 115.57V 8.0 ~， 514 7.3 

44歳以上 8，875 8，372 106.0 17，247 1.1 556 3.2 

方 年一辺 21 I 53 I - I 10 ー

戸数 739， 6竺~剛|竺土|王437 ，7叫 1M61，576 j 4.3 

表第

同
産
男
女
別
の
統
計
的
岡
究

品
開
五
十
=
一
巻

丸
三玉

空事

鶴

出生構成比とは出生糟教を百と Lて母親白年数級ZIに於ける間生子白割
合を示ナ。
死産車は由主糠較に封ずる死産糖、教の比事である。
年敷不詳は砂教なるが故に民事白算闘を省略ナ。

(1) 摘要

九
7i. 

(2) 
(3) 

18. AlIg. Sl. Archiv. Bd. 27. Jena 1938， SS. 30$-315 
財部静f官著 L紹済恨寸三O二頁以下所載 L本邦私自産自死産， ~曇照。
F. Pcinzing. IIandbuch' der medi2inischen Statistik， Jena 1931， S. 51 
(1885-1938) 
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田
産
男
女
別
の
統
計
的
問
究

第
五
十
一
一
一
巻

九
ノ、

策

披

九
六

率
ム
」
出
生
男
女
別
と
は
逆
比
例
乍
ら
可
成
り
高
い
相
闘
が
存
す
る
忙
も
拘
ら
ナ
、
内
地
を
都
部
に
匡
則
す
れ
ば
閏
合
に
於
て
も
都
曾

に
於
て
も
飴
り
死
産
率
と
出
生
性
比
D
聞
に
密
接
た
る
関
係
が
認
め
ら
れ

な
い
。
而
も
日
本
の
大
都
市
で
は
其
他
地
方
に
比

L
て
死
産
率
が
高
い
に

も
拘
ら
や
、
男
児
超
過
率
も
高
い
の
は
何
故
か
の
疑
問
が
起
る
。
斯
る
矛

盾
は
死
産
及
び
流
産
統
計
白
吟
味
批
判
が
可
能
と
た
る
迄
は
到
底
解
決
し

得
べ
く
も
な
い
け
れ
ど
も
、
唯
第
一
表
白
都
部
別
白
出
生
構
成
比
に
見
ら

れ
る
母
親
白
年
齢
構
成
白
差
異
は
、
回
舎
に
於
け
ろ
母
は
都
舎
の
母
よ
り

も
年
齢
が
若
く
、
従
っ
て
都
齢
別
の
婿
姻
年
齢
の
相
還
を
偲
ば
せ
る
も
む

が
あ
る
こ
と
を
知
る
ば
か
り
で
あ
る
。
更
に
死
産
性
比
白
都
郡
に
於
け
る

鑓
動
は
大
都
市
忙
於
て
高
く
共
他
地
方
に
於
て
は
低
い
か
ら
出
産
男
女
別

江
於
て
都
曾
の
方
が
田
舎
よ
り
高
い
男
担
超
過
率
を
示
す
と
の
事
寅
を
共

佳
に
認
め
る
外
は
な
い
。
査
し
都
都
に
於
け
る
出
産
男
女
別
の
相
違
は
死

産
に
依
る
因
果
闘
係
も
説
明
し
得
泣
い
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

吾
々
は
己
の
部
部
別
と
好
き
割
胤
を
な
す
職
業
別
の
出
生
性
比
を
一
不
ず

第
二
表
を
渇
げ
て
置
く
。
此
際
に
於
て
嫡
出
子
及
び
庶
子
は
父
親
の
職
業

に
依
り
私
生
子
は
母
親
の
職
業
に
依
り
て
分
額
さ
れ
て
居
る
と
と
は
殊
更

注
意
す
る
迄
も
な
い
が
、
人
聞
の
自
然
的
在
る
出
産
性
比
を
知
る
震
に
は

親 D 職業と干の極性(昭和 f三年内地)

I ~ .'tll!，llt I lI<ll'<Jt I 間生性 比 |私庶生職業分類 出生糠数 構成比 jjj:j mj ム

総数摘出私出穂致

1 農 業 813，956 42.2 104.6 104.7 100.0 3.6 

2 水産業 49，047 2.5 106.0 106.0 100，9 5.7 

3 鏑 業 26，721 1.4 105.6 10;:>.7 101.0 6，3 

4 工 業 367，213 10.2 106.9 ]06.0 105.7 4.2 

5 商 業 229，2SIj 11，9 107.2 107，3 104.6 4.3 

8 交誼業 88，904 4.6 108.3 108.2 111.6 3，6 

7，公務自由業 263，474 13.7 106.8 106.8 105.4 2.3 

8 家事使用人 192 。118.9 111，1 102.6 50.5 

9 其血有業者 4.1，530 2.3 102.5 102.4 100.1 7.6 

10 無 業 43，995 2.2 103.9 106.8 94.3 5.1 

京軍 計(抑制1 I 1同区 1 105.7 j 105.91 101.5 1 4.9 

第= 衰

K.-Schiltz; Statistische Untersuchung uber die Sexualproportion der Gesamt-
bevolkerung， .Leipzig 1934， S. II 

G. v. Mayr; Statistik und Ge~en5chaftslehTe. Band 11. Bev.-st. Tubingen 
1926， S. 29。
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庶
子
及
び
私
生
子
主
一
括
し
て
摘
出
子
忙
割
問
さ
せ
て
置
〈
己
と
は
有
意
義
で
あ
る
。
認
で
は
婚
姻
関
係
以
外
で
生
れ
た
庶
子
及
び

私
生
子
蛇
び
に
死
産
主
私
出
子
と
呼
ぶ
己
と
に
し
よ
う
。

一
般
に
私
出
子
に
於
て
は
嫡
出
一
寸
に
比
し
て
死
産
率
の
著
し
く
高
い
と
と

が
私
生
子
に
於
け
る
男
児
超
過
率
を
低
下
せ
し
め
て
ゐ
る
。
併
し
人
口
動
態
統
計
に
は
峨
業
別
死
産
教
を
掲
げ
て
ゐ
友
い
偏
に
、
峨

明卸

業
別
白
出
産
男
女
別
干
死
産
率
を
検
討
す
る
と
と
は
出
来
泣
い
。
そ
己
で
総
出
生
に
封
ず
る
私
山
川
の
割
合
で
以
て
多
少
で
も
死
産
葎

の
影
響
を
推
測
せ
し
め
る
代
用
資
料
と
し
た
。
主
ハ
の
結
果
で
も
判
明
す
る
如
〈
、
都
市
的
産
業
に
於
て
は
私
山
の
割
合
も
多
く
男
児

超
過
率
も
共
に
ー
両
〈
、
農
業
者
に
於
て
は
共
の
反
到
に
私
出
子
白
割
合
も
少
〈
男
児
超
温
率
も
低
い
。

吹
に
死
産
男
女
別
と
死
産
と
出
生
と
を
包
指
せ
る
同
産
男
女
別
白
静
態
的
概
察

E
漣
ペ
ょ
う
。

先
づ
昭
和
十
二
年
比
於
て
内
地
金
挫
の
死
葎
胎
児
線
数
は
約
十
寓
で
あ
る
が
、
私
山
内
子
を
除
い
て
嫡
出
子
に
限
っ
て
母
親
心
懐
m
T

月
数
別
に
記
産
性
比
を
算
出
し
た
の
が
第
三
表
で
あ
る
。
木
表
に
併
記
せ
る
大
阪
府
市
白
資
料
に
も
共
通
左
黙
は
、
死
産
性
比
は
出

生
性
比
よ
り
も
著
し
く
男
児
超
過
で
あ
る
事
費
に
見
ら
れ
る
。
叉
大
都
市
に
於
て
は
懐
苧
月
数
左
側
及
す
る
に
漣
れ
て
死
産
に
於
け

る
男
児
超
過
率
が
上
昇
す
る
白
が
認
め
ら
れ
る
が
、
共
他
の
地
方
に
於
て
は
寧
ろ
七
ヶ
月
以
前
の
死
産
に
於
一
し
男
児
超
過
率
が
低
下

を
示
し
て
ゐ
る
と
と
は
注
目
に
値
す
る
で
あ
ら
う
。
都
舎
に
於
て
阿
舎
に
於
け
る
よ
り
も
死
産
性
比
の
高
い
こ
と
は
死
産
率
の
傾
向

と
同
様
に
疑
問
で
は
あ
る
が
、
正
日
々
は
斯
る
都
郁
の
静
態
的
な
る
相
還
に
は
鯛
れ
友
い
で
置
か
う
の

安
に
斯
る
死
産
性
比
と
出
生
性
比
と
を
一
緒
に
し
た
出
産
性
比
は
母
親
の
年
齢
級
別
に
見
て
如
何
に
醐
出
動
し
て
ゐ
る
か
を
大
阪
市

統
計
著
か
ら
引
用
し
算
出
せ
る
第
四
表
K
見
上
う
。
大
阪
市
に
於
け
る
出
生
性
比
は
死
産
葎
詑
び
に
死
産
性
比
白
稼
動
せ
る
影
響
を

受
け
て
ゐ
る
と
と
は
確
買
で
あ
っ
て
、
死
産
性
比
を
一
定
と
仮
定
し
て
も
死
産
率
の
日
生
性
比
に
及
ぼ
せ
る
影
響
は
、
母
親
の
年
齢

明
加
と
共
K
男
児
超
過
率
を
減
少
せ
し
め
る
に
役
立
っ
て
ゐ
る
。
併
し
出
産
性
比
は
母
親
白
年
齢
別
に
見
て
大
差
な
し
と
推
論
し
得

出
産
男
女
別
回
統
計
酎
研
究

傍
王
寸
=
4
t

九
七

望事

就

ブb

七

II Anwendun宮ー Bd E. Czube円、Nahrscheinlichkeitsrechnung und ihre 
Mathematische Stat脳tik.Berlin 1921， S. 51. 
拙稿 L支那事費と人口問題1 浪華の鏡、昭和 I一二"Fト一月抗。
1. Wedervang; a. a. O. S. 25M 
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出
産
男
女
別
の
統
計
的
研
究

摘出死産胎児懐芋月数別(昭和十三年人口動想統計)

内地金岡
懐苧月数

男|安|性比開_lJl 1 kl性比!票喜男|女|慨深草

四ヶ月 1，149! 579 199.0 221 135 76 177.0 22 57 210.5 39 

王ヶ月 3，252 2，276 142.8 163 271 165 164.2 116 179晶2 21 

六ヶ月 4，176 3，625 115.2 43 291 235 124:0 51 219 170 128.8 5 

七ケ月 5， 92~ 5，556 106.7 161 43δ ;)36 129.5 319 246 129.8 

八ケ H 6，659 5.601 118.9 141 40-o 361 112.5 2 290 
22546 3 

109.6 2 

先ケ月 7，129 6，187 115.2 81 402 364 110.4 254 104.6 

十ヶ月 16，76813，297 116.1 9 577 4561 104.7 

十ヶ月以上 79 59 3 51-1 

車車 教 145，'40137，1831'21.11吋 2，7681明 51 123.81叫田中

表第

第
五
十
一
一
一
巻

九
!¥. 

昭和十三午大臨市嫡出見白性比と母親白年齢

時親白 由主 死産
門出生 l 死産 l 出庫

年齢組 総数 総数 重幸男|女 l性比男!女|性比男|女 j性比

19歳迄 1，471 77 5.3 756 715 105.7 38 38 100.0 105.4 

20-24 16，698 751 4.5 8，470 8，128 104.2 415 325 127.9 8町885!8，453 105.1 

25-29 23，054 1，126 4.9 11，881 11，17:l 1136.4 604 503 120.1 12，485 11，676 106.0， 

B品-3413，925 779 5.6 7，207 6，718 107.3 442 322 137.2 7，648 7，(泊。 108.6 

5-39 7，635 622 8.2 3，988 3，647 109.1 339 270 125.5 4，327 3，917 110.7. 

40-44 2，120 236 11.1 1，063 1，057 100.6 141 87 162.1 1，204 1，144 105.2 

5以上 177 30 16.9 91 86 105.8 14 15 127.8 105 101 104.0 

年不歯詳h 60 31- Eゆ 31 2 1 31 I 32 

縛歎 1田，附|ぇ叫 561叫 5131，5551叩 6仰叫，叫27.81出，48013叩 61即 6

表四第

第

競

プb
F、

る
程
度
に
迄
は
平
坦
化
苫

れ
て
ゐ
な
い
。
殊
に
三
十

歳
乃
至
四
十
哉
の
中
年
の

母
親
に
於
け
る
男
児
超
過

は
恐
ら
く
都
市
生
活
の
影

響
で
も
あ
る
だ
ら
う
。

回

出
産
男
女
別

の
動
態
的
措
型
化

に
到
す
る
吟
味

吾
々
は
慨
に
昭
和
十

年
度
に
於
け
る
出
産
性
比

の
静
態
的
観
察
を
略
遁
し

た
か
ら
突
に
は
其
の
動
態

的
同
盟
化
に
封
す
る
統
計
資

料
的
吟
味
を
試
み
よ
う
ロ

先
づ
第
五
表
。
近
年
の

拙稿 L戦時間生の男女別1 日本統計畢曾年報、第十年(昭和十六年四月)。
内閣統計局昭和十三年人口動態統計50頁。
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我
閣
に
於
け
る
出
生
性
比
白
媛
、
涯
を
概
開
削
し
て
欲
し
い
。
最
初
の
年
を
特
に
大
E
五
年
に
選
ん
だ
理
由
は
、
出
生
を
取
扱
へ
る
産
婆

の
問
問
を
合
む
資
料
と
共
他
の
も
の
を
比
較
す
る
鋳
で
あ
る
。
戸
籍
の
み
を
基
準
と
せ
る
日
本
人
口
動
態
統
計
は
H
露
戦
役
営
時
に

・

町

も
朔
り
得
る
が
、
明
治
三
十
九
年
の
男
児
超
過
率
の
上
昇
は
、
丙
午
の
迷
信
と
し
て
既
に
詮
明
神
で
あ
る
。
然
る
忙
丙
午
に
設
常
ナ

大
五
五
年
以
降
白

ろ
年
も
友
い
昭
和
の
聖
代
に
於
け
る
男
児
超
過
は
何
に
原
因
す
る
か
ピ
営
商
の
問
題
で
あ
る
。

ご
十
三
年
聞
に
於
け

る
出
生
性
比
を
概
観

す
る
筋
に
は
、
全
期

聞
の
平
均
投
ぴ
に
偏

差
宇
一
算
出
し
て
も
明

的
問
に
友
る
如
〈
、
全

固
に
於
て
は
市
部
よ

り
も
出
生
性
比
は
低

〈
、
事
愛
に
依
る
男

出生性比白年央~U推移

戸籍制査(内閣統計局〉 産婆届閏
年次

長岡|市部|大臣市 大E庄市

大正 δ 104.3 105.0 104.8 被 105，2
6 104.2 104.5 106.6 104.9 

7 104.3 104.1 107.3 106.6 

8 104.9 104.8 105.4 103.4 

9 104.5 106.2 103.2 ※104.3 

大正10 104.5 105.2 107.3 106.:1 

11 104.0 104.9 106.2 104.4 

12 104.4 105.4 105.5 104.9 

13 104.2 104.5 104.9 ※105.6 

14 103.5 104.3 105.1 105.0 

昭和 1 ]05.8 107.6 107.2 104.9 

2 103.7 104.1 104.0 ※104.2 

3 104.4 105.3 105.8 105.2 

4 104.0 103.9 106.1 104.8 

5 105.3 106.9 107.6 106.1 

日目平日 6 104.3 104.9 106.3 105.1 

7 105.0 106.7 107.6 104.8 

8 105.2 105-R 10日7 100.2 

9 104.2 105.1 106.4 105.1 

10 105.2 106.0 108.4 105.7 

日召干1111 104.9 105.6 107.0 106.6 

12 104.8 105.3 107.8 106.5 

13 105.7 107.3 108.2 106.4 

見
超
過
率
。
上
昇
は
杢
園
よ
り
も
寧
ろ
市
部
に
於
て
顕
著
で
あ
る
己
と
が
窺
へ
る
。
然
る
に
大
阪
市
で
は
平
素
か
ら
幾
分
乍
ら
男
児

第;五衰

超
過
多
き
に
も
拘
ら
十
、
近
年
に
於
て
格
別
白
出
生
性
比
の
上
昇

E
見
せ
て
居
た
い
。
廷
で
は
斯
呂
都
部
別
比
較
は
止
め
て
専
ら
同

一
都
市
大
阪
市
に
於
け
る
二
種
類
の
間
生
性
比
を
封
照
し
て
見
工
う
。

帯
五
十
一
ニ
巷

第

腕

九
九

同
座
男
女
別
の
い
統
昔
前
研
究

九
九

※EPは産婆届出費料に於て戸籍調査よ P出生に
於ける男児超過半白高き年を示ナ。

呉文聴著 L職後之出生「間丙午田迷信、明治四十四年。:23) 



出
産
男
女
別
の
統
計
的
研
究

第
五
十
三
巻

O 
O 

第

貌

O 
O 

内
閣
統
計
局
調
奈
は
戸
籍
居
間
を
侠
っ
て
初
め
て
集
計
せ
ら
れ
る
目
だ
か
ら
、
産
婆
及
び
阻
固
い
仰
む
府
間
を
含
む
大
阪
府
調
査
に
比

較
し
て
遅
延
の
皮
合
が
甚
だ
多
い
と
と
は
首
然
で
あ
る
。
却
ち
前
者
が
後
者
よ
り
男
児
超
過
度
合
が
大
で
あ
る
の
は
二
十
三
ヶ
年
中

の
十
九
ヶ
年
で
あ
り
、
共
白
一
民
劃
の
揚
合
は
僅
か
に
四
ヶ
年
に
過
ぎ
な
い
。

上
漣
の
戸
籍
調
査
を
賓
際
白
出
産
に
近
泊
せ
る
産
婆
周
出
の
場
合
よ
り
も
男
児
超
過
な
ら
し
め
て
ゐ
る
撲
謬
源
泉
は
凡
そ
弐
の
如

M
 

F
¥
柚
胤
想
さ
れ
る
。
内
開
統
計
局
の
所
調
る
出
生
数
と
は
、
戸
籍
法
白
定
め
て
ゐ
る
規
定
に
従
ひ
生
後
十
四
日
以
内
に
届
出
で
ら
れ
た

-r一
見
倣
さ
れ
て
ゐ
る
出
生
腕
に
依
っ
て
、
人
口
動
態
統
計
票
の
一
た
る
出
生
票
が
作
製
さ
れ
、
之
等
を
出
生
地
別
項
目
忙
て
中
央
集

計
せ
る
結
果
で
あ
る
。
従
っ
て
出
生
同
の
遁
延
は
可
成
り
多
数
に
存
し
、
殊
に
男
女
の
牲
を
異
に
す
る
に
仲
円
出
遅
延
の
度
合
が
相
違

す
る
と
と
は
、
向
生
白
季
節
的
抽
出
動
を
測
定
し
て
も
容
易
に
判
明
す
る
事
項
で
あ
る
。
普
通
に
は
男
女
は
同
相
何
度
の
周
洩
あ
り
止
白

前
提
が
置
か
れ
る
り
だ
が
、
斯
る
前
提
は
到
底
許
さ
れ
友
い
。
例
へ
ば
庶
心
J
O
男
児
超
過
や
私
生
子
の
女
児
超
過
を
別
個
に
切
離
し

ナ
一
議
論
す
る
の
と
同
様
に
直
だ
し
い
片
手
落
と
友
る
か
ら
で
あ
る
。
吾
々
は
例
年
に
於
け
る
前
年
以
前
の
遅
延
せ
る
出
生
教
を
調
べ

で
見
る
と
、
前
年
白
み
の
一
揚
合
が
猶
男
児
超
過
で
あ
る
以
外
に
は
、
始
ん
ど
毎
年
の
渥
延
周
山
叫
は
女
児
超
過
で
あ
り
、
周
洩
れ
の
金

野

憶
が
女
児
超
過
を
示
す
の
は
死
産
調
賓
の
不
完
全
と
共
に
、
云
は
刊
誌
戸
籍
取
扱
制
度
上
の
常
例
と
も
稗
し
得
土
う
。
若
L
斯
る
届
出

遅
延
が
完
全
に
整
備
す
る
迄
待
っ
と
と
は
、
仙
川
も
百
年
河
清
を
待
つ
白
類
で
あ
ら
う
か
ら
、
五
口
々
は
己
白
戸
籍
調
賓
と
産
婆
届
出
数

と
を
直
接
に
比
較
す
る
矯
に
第
六
表
を
算
出
し
て
置
い
た
。

順
序
と
し
て
大
阪
府
白
月
別
出
産
衣
の
作
製
根
嫁
を
指
摘
す
れ
ば
、
時
令
一

O
六
涜
白
統
計
報
告
規
定
は
一
古
ム
ロ

「
大
眠
時
下
現
住
者
白
出
産
は
明
治
三
十
二
年
大
阻
府
令
第
八
十
凡
鵠
産
時
施
行
細
則
静
七
幌
(
産
菱
自
産
を
取
扱
ひ
た
る
と
き
は
、
第
七
掠
様
式
に

依

P
出
産
後
二
卜
四
時
間
以
内
に
、
出
産
地
市
町
村
長
に
届
出
ナ
ベ
L
)
に
依
り
産
婆
よ
り
届
出
た
る
事
貨
を
某
礎
ー
と
し
、
戸
籍
縛
寄
留
簿
又
は
其
他

戸籍法第六十九帳ι出生白屑出は十四円向に之を震ずと主を要す九
F. Prinzin毘 a.a. O. S. 89. 

24) 
25) 



の
簿
用
若
〈
は
貴
地
に
就
き
調
査
し
た
る
鹿
に
依
り
記
入
ナ
ペ

L
」

大臨府出生統計に於げる周閏誤差

~IJH"I""*I項丹平出

型-」2坦よ笠型」
J79:;11 

立問
子 liliEE12師 |7 7 9 1 1 6 5 8 7 9

J瓦I~じ認112F1理工」2
ill|222154i  r 9 J・問 削

可古Fljff!
事 I_~ 止1121J1笠-里;ôì3 1

1lJii 1 !t1到12lZ9811::1己主引
122f111::!| 

l|手IA~B I 16.日目下三
， -，干lA l:-|;;-1i了|

市|綿|昭 A ちF
和，~ .10，""lV .1υ，1柏 ，"戸司豆」

郡円 lEli-E1 36 

第六衰

昭
和
十

106.4 
]07.6 
98.7 

106.5 
107.8 
100.9 

104.7 
105.7 
87，1 

106瓦
107.0 
94.8 

106.2 
107.5 
95.6 

106.5 

106.0 
104.3 
而て百

37，621 
35，316 
2，305 

6.1 

32，819 
31，353 
1，266 i 

3.9 

6 

~Ol 
10 

143 

18，596 
1マ，163
1，233 

6.7 

16，793 
15，143 

650 

4.1 

91 

1 

2 

1C 

45， 

17.6 

9 

己
の
規
定
に
従
へ
ば
、
第
六
表
に
於
て

A
m
取
扱
産
婆
に
依
る
山
生
周
出
数
が

B
の
統
計
局
調
査
の
揚
合
よ
り
多
敢
な
の
は
、
既

53， 
47， 
5，< 

56， 
4生
7，125 

11.5 

56，650 
:11，234 
5，416 
9.6、

1e 

辿
の
如
き
戸
籍
法
上
の
厨
洩
に
依
る
脱
落
を
減
殺
し
、

E
現
住
朝
鮮
人
共
他
外
地
人
外
園
人
の
出
生
数

E
含
む
に
依
る
と
止
が
了
解

48，962 

39， 
33， 
6.: 

ι山一む

年
一
昭
和
十

出

生

阪|出

府

大 | 出

線

数

嫡

大

第
五
十
=
一
番

官事

務

出
産
男
女
別
の
統
計
的
研
究

。
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出
産
男
女
別
の
統
計
的
研
究

第

挽

第
五
十
三
巻

O 

O 

さ
れ
例
。
併
し
犬
阪
府
下
に
現
住
せ
る
朝
鮮
同
胞
の
出
産
に
際
し
果
し
て
何
割
が
産
婆
の
手
を
煩
は
ず
か
は
、
頗
る
疑
問
の
徐
地
が

あ
る
。
又
出
生
敢
に
於
け
る
雨
調
査
白
大
た
る
差
額
も
死
産
教
に
於
て
は
格
別
の
差
異
が
丘
い
む
は
、
恐
ら
〈
貫
地
を
調
査
す
る
己

と
が
困
難
だ
か
ら
で
あ
ら
う
。
換
言
す
れ
ば
、
死
産
詮
書
を
致
行
し
た
る
脅
師
又
は
産
婆
に
限
っ
て
死
産
の
事
貫
主
記
入
せ
る
出
産

取
扱
屈
を
提
出
す
る
に
過
ぎ
中
、
共
敢
に
坦
火
葬
許
可
願
に
添
へ
る
に
死
産
詮
書
を
必
要
と
す
る
揚
合
以
外
に
於
て
、
偲
令
現
貫
に

は
秘
密
と
さ
れ
て
ゐ
る
死
産
軒
間
接
に
如
り
得
た
と
し
て
も
、
出
産
を
取
扱
は
ざ
る
産
婆
は
積
位
的
に
死
産
取
扱
屈
を
出
す
筈
が
た
、

い
。
斯
〈
て
子
を
儲
け
ざ
る
親
に
出
生
同
が
日
せ
左
い
白
と
同
様
に
、
職
務
上
向
産
に
開
興
せ
ざ
り
し
人
は
出
産
取
扱
周
を
出
す
筈

が
た
く
、
従
っ
て
死
産
取
扱
局
と
死
産
詮
蓄
は
数

ι於
て
略
と
相
等
し
い
誌
で
あ
る
。

説
、
上
活
白
吟
味
の
結
果
は
大
阪
府
に
於
て
昭
和
十
二
年
度
の
出
生
棉
教
に
於
け
る
周
山
川
挟
差
一
五
%
が
、
昭
和
十
三
一
年
度
比
於

て
は
約
二
%
を
減
少
し
て
ゐ
る
事
買
を
示
す
。
共
故
に
事
時
盟
白
影
響
た
る
出
生
減
退
を
楠
ふ
潟
に
、
少
く
と
も
活
き
て
生
れ
た
者
は

成
る
可
く
早
く
届
出
で
、
而
も
己
の
傾
向
は
男
児
出
生
に
於
て
一
屠
強
〈
現
は
れ
て
ゐ
る
。
斯
る
周
出
誤
差
は
常
に
女
性
超
過
で
あ

る
か
ら
、
戸
籍
の
み
に
依
る
場
合
は
事
賞
以
上
に
男
性
超
過
を
示
す
筈
で
あ
る
。
摘
出
子
及
び
大
阪
市
と
共
他
の
匝
別
に
就
い
て
は

第
六
表
の
統
計
白
意
味
を
酬
請
し
得
る
人
々
忙
住
せ
て
置
い
て
も
差
支
な
い
と
忠
は
れ
る
の
で
、
之
以
上
の
悉
細
な
る
呆
設
は
避
け

て
置
く
べ
き
で
あ
ら
う
。五

戦
時
出
生
に
於
け
る
男
児
超
過
寧
の
務
動
原
因

吾
々
は
途
に
戦
時
前
生
に
於
け
る
男
史
超
過
率
。
縫
動
か
ら
其
白
原
凶
如
何
を
探
究
し
得
ぺ
昔
場
合
に
な
っ
た
。
第
七
表
に
於
け

mu 

る
大
阪
府
の
年
究
別
出
産
性
比
の
鍵
化
を
考
察
し
て
見
る
に
、
年
々
の
死
産
率
は
漸
弐
減
少
。
傾
向
に
あ
る
の
に
反
し
て
、
出
生
性

第三十七岡大限市統計書(昭和十五年刊行)2-30，人口動態糟質脚註参照。
ι大限府統計書1並 t1"こし大陸府人目白蓮報寸より引用算出す。
上記D統計を生産されたる大肱府関侍各位に紋意をます。
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比
は
次
第
に
「
百
井
し
て
男
児
超
過
を
示
し
、
殊
に
事
費
勃
溌
白
鷺
午
以
後
は
死
産
性
比
白
下
降
と
相
倹
っ
て
、
出
産
性
比
は
殆
ん

E

一
O
七
・
三
に
同
定
し
出
生
性
比
は
一

O
五
・
九
か
ら
一

O
六
・
五
に
土
昇
し
て
ゐ
る
の
を
見
出
す
。
4
4

右
し
世
上
に
流
布
せ
る
如
〈
戦

大医府出産男女別白年衣別推移

年次 出生数 死産数 l死産寧|出生性比死産性比 出産性比

大IE5 73，265 5，266 7.16 105.2 

6 73，596 5.362 7.28 105.8 117.0 I 100.1 

7 73，622 6，097 8.29 105.8 115.~ I 106.6 

8 75，958 5，806 7.77 104.0 121.2 105.2 

9 85，891 6，261 7.28 10[1.3 :118.7 I 106.4 

大正10 86，933 6，470 7.44 104.7 125.8 106.6 

11 90，579 6，295 6.94 104.4 124.6 105.6 

12 95，017 6，420 6.76 105.6 123.7 106.7 

13 93，970 6，310 6.マo 105.9 122曹2 106.8 

14 94，473 6，272 6.64 104.5 123.5 105.6 

昭和 1 101，4.14 6，432 6.34 104.7 122.0 105.7 

2 97，692 6，010 6.15 105.6 128.4 106.7 

8 109，968 6，600 6.01 105.0 123.1 10目。
4 104，342 6，607 6.33 104.9 125.8 106.1 

5 107，446 6，923 6.44 105.9 126.1 106.9 

昭和 6 107，447 6，862 6.39 105.3 128.3 106，7 

ワ 119，025 7，460 。27 104.8 126.0 106.0 

8 112，348 7，110 6.33 106.5 122.5 107.4 

9 111，537 7，323 6.57 104. 7 118.g 105.7 

10 124，520 7，899 6.34 105.7 116.3 106.7 

昭和11 121，646 ケ，552 6.21 106.2 124.5 107.1 

12 124，764 7，981 6.40 105.9 129.2 107.2 

13 109，538 6，987 6.37 ]06.4 124.2 107.2 

14 115，531 7，532 6.52 108.5 118.2 107.2 

15 128，376 7，639 5.87 106.5 124.3 107.2 

時
出
生
に
於
け
る
男
児

超
過
寧
の
上
昇
が
死
産

以
外
に
原
附
す
る
と
す

れ
ば
、
共
の
影
響
は
首

然
に
と
の
出
産
性
比
に

防
止
び
、
相
四
つ
て
は
受
胎

性
比
の
男
性
超
過
率
を

も
高
め
て
居
る
筈
で
あ

る
。
然
る
に
E

D
出
産

男
女
別
に
は
格
段
た
る

費
動
が
認
め
ら
れ
中
、

且
叉
事
時
間
前
の
長
期
間

に
亙
る
性
比
の
確
率
論

的
安
定
性
を
算
聞
し
て

見
る
も
、
出
生
上
り
出
産
に
於
て
穣
動
小
社
る
事
責
に
鑑
み
れ
ば
、
日
生
性
比
を
稜
動
せ
し
む
る
要
因
は
死
産
の
頻
繁
率
、
と
其
の
男

第 七 表

問
産
男
女
別
の
統
計
的
軒
究

第
五
十
三
巻

O 

第

焼

O 



出
産
男
女
別
白
続
計
的
研
究

第
五
十
三
巻

O 
四

第

挽

O 
四

女
別
と
い
ふ
質
的
構
成
に
於
け
る
謎
動
忙
あ
る
と
と
が
事
誇
さ
れ
る
。

綱同子及大陸市と其f由を分ちたる倒産男女別D 推移

輔|年央j出生蛙!死産数 1"産車|出生性比1死産性4出産性比

大
昭和 107，448 5-，529 5.1 105.6 121.9 106.6 
10 

医 11 104，748 5，353 5.1 106.4 125.4 107.3 

府 12 109，984 5844 5.3 106.2 129.0 1日7.1

市町 13 94，937 5123 5.4 I 106.3 127.0 107.5 

出 14 100，696 5，726 121.0 107.1 

子 15 113，062 5，912 5.2 I 106.7 127.9 107.4 

ユた 昭10和 17，073 2，362 13.8 105.0 120.1 106.7 

匝 11 16，897 2，105 13.0 105.4 123.3 107.2 

府 12 14，7F!O 2，131 14.4 103.6 129.9 106.6 

私 13 14，60l 1，864 12.8 106.0 116.2 107.1 

庶 14 14，835 1，806 12.2 106.9 109.3 107.2 

子 15 15，314 1，727 11.s 10月T 11::t.O 105.9 

昭10和大 87，416 5，829 6.7 105.7 122.4 106.6 

医 11 85.329 5，587 6.6 106.6 121.6 107.7 

市 12 87，143 5，805 6.7 106.5 12日.6 107.!:I 

出 13 76，919 5，071 6.6 106.4 127.7 107.5 

産 14 81，309 5，462 6.7 106.4 122.7 1口7.5

子 15 89，534 5，52δ 6.2 107.7 122.8 109.7 

昭10和 37，104 2，070 5.6 101")，8 118.4 106.5 
其

11 i 36，317 2，394 6.6 105.2 123.5 1067 1 
イ血

12 I 37，621 2.176 5.8 105.2 127.2 105 
市

13 I 32，619 1，9Hl 5.9 106.6 llu.5 107.1 
郡

14 I 34，222 2，070 6.1 106.4 117.Jl 106.5 
産

15 I 38，842 2，114 5.4 103.7 116.6 104.3 

最
近
に
於
け
る
大
阪
府
出

産
を
更
に
嫡
出
千
と
私
出
子

並
び
に
大
阪
市
と
共
他
市
郡

産
れ
と
に
恒
別
せ
る
第
八
表

に
依
擁
し
て
、
更
に
悉
制
な

る
観
察
を
績
け
よ
う
.
大
阪

府
嫡
出
子
に
於
て
は
徐
り
様

著
で
は
在
い
が
、
私
出
子
に

於
て
は
死
産
率
及
び
死
産
性

比
白
下
降
に
反
比
例
し
て
出

生
性
比
が
上
昇
し
て
ゐ
る
己

と
が
明
瞭
に
宥
一
取
さ
れ
る
。

殆
ん
ど
類
似
的
な
る
見
解
が

に
安
首
す
る
。
即
ち
大
阪
市
に
て
は
事
務
に
依
る
出
生
性
比
の
一
鍵
化
が
小
で
あ
り
、
其
他
市
郡
で
は
援
動
が
犬
で
あ
る
。

犬
阪
市
及
び
共
他
市
郡
産
れ

第八表
要
す
る
に
出
産
性
比
は
事
寝
前
及
び
事
援
中
主
活
じ
で
略
を
一
定
と
し
て
、
現
寅
D
死
産
率
及
び
死
産
性
比
の
何
方
が
出
生
性
比



に

-mぽ
す
獲
化
に
於
て
犬
で
あ
る
か
ピ
問
題
正
た
る
が
、
之
は
恐
ら
〈
後
者
白
影
響
の
方
が
前
者
よ
り
も
一
居
間
鴨
著
で
あ
る
と
推
定

し
得
る
。
然
ち
ば
戦
時
出
生
に
於
け
る
男
児
超
過
を
平
時
土
り
も
高
め
る
要
因
は
、
死
産
性
比
に
於
け
る
男
児
超
過
率
の
減
退
に
あ

主直~!YE即日開出竺竺J竺~竺竺恒竺
I~I -B未満 1，187 回 1 I四 9I 2，218 38.5 

嫡|十八山二 1，974 I 1，570 I 125.9 I民541 I 

大 I I孟合計町四 I2，491 I 126.9 I 5，766 I 100.0 

ミ滴 1，132 I 812 I 139.5 I 2，022 I 39.8 

計 2.768I 2田 5I 123.9 I 5.083 100.0 

ミ品市 560 I 418 I 133.8 I 1.009 I 43.9 
1上 722 I 561 I 130.5 I 1.286 I 56.1 
計 12明 9R日 130.9I 2.29g I 100.0 

1.095 I 58.2 

1.883 100.0 

大医府市死産男女別の費化

139.5 

123.9 

123.8 

130.5 

115.1 

812 

1，422 
2，235 

418 

561 

1，132 
1，636 
2，768 

第丸表

七ラ

I¥.t 
合

七三

L
 

凡
A
8
E

芳L

阻

出
産
男
女
別
の
統
計
的
研
究

130.9 980 < 

1;-J2.9 

105.9 

32o 

522 

115.8 859 

41.5 1，678 133.2 680 

58.5 

100.0 

2，379 
4，067 

127.5 

129.8 

1，045 
1，725 大

fuh和
十出

42.4 1，525 146.2 

116.5 

593 866 

57.6 

100.0 

46.9 

53.1 515 上

計

4
A
 

』凡

骨 100.0 1，743 129.3 964 

43.2 621 129.1 264 342 七末渦

56.8 

100.0 

2，099 
3，624 

817 

916 

821 

1，445 

127.8 

133.3 

128.3 

102.9 

113.3 

405 

669 

416 

758 

パ、>>11二

合計

968 

1，561 

338 

408 

746 

1，129 
1，995 

449 

凡以上

合計

七未満

限第
五
十
三
巻

市

O 
五

る
と
白
結
論
に
閲

(1)総数が男女計と 致せざるは男女不詳を合むに依る。
(2)犬阻府は人口動態統計より大匠市は岡市統計書より採る。

聯
し
て
、
更
に
内

格
的
た
る
推
移
を

究
明
し
て
置
く
べ

き
で
あ
ら
う
。

最
後
に
吾
々
は

第
九
表
に
依
っ
て

事
療
に
暴
く
死
産

性
比
に
於
け
る
男

見
超
過
の
減
退
を

槻
察
し
よ
う
。
死

産
は
既
建
の
知
〈

母
親
の
妊
娠
月
数

摘要

に
依
り
四
ヶ
月
止

り
十
ヶ
月
迄
忙
匡

告再

競

O 
五



出
産
男
女
別
の
統
計
的
師
究

第
五
十
三
巻

O 
ム
ノ、

O 
六

策

競

別
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
之
を
七
ヶ
月
未
満
と
八
ヶ
月
以
上
白
前
後
三
期
に
匝
分
す
れ
ば
、
綿
数
に
於
て
は
死
産
金
棋
を
百
と
し
て
前
期

は
四
十
後
期
に
は
六
十
白
割
合
に
分
布
し
て
居
り
、
私
出
の
揚
合
は
嫡
出
出
産
に
比
較
し
て
幾
分
乍
ら
死
産
割
合
が
前
半
期
に
多
い

-
己
と
が
認
め
ら
れ
る
。
き
て
死
産
に
於
け
る
男
児
超
過
率
は
後
期
よ
り
も
前
期
比
高
い
己
と
は
大
阪
府
市
に
共
通
で
あ
る
か
ら
事
援

前
白
昭
和
十
二
年
主
事
的
理
勃
没
後
白
努
十
三
年
と
を
比
較
す
れ
ば
、
私
出
に
於
て
は
前
期
に
於
け
る
死
産
制
合
が
減
少
し
、
摘
出
に

於
て
は
大
阪
府
で
前
期
白
死
産
割
合
が
反
針
に
増
加
す
る
と
い
ふ
反
針
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。
併
し
死
産
性
比
の
下
降
甚
だ
し
く

従
っ
て
男
児
超
過
率
の
ト
昇
著
し
苦
私
出
の
揚
合
や
、
摘
出
干
で
も
大
阪
市
の
材
料
を
根
擦
と
す
る
限
り
、
戦
時
に
於
け
る
死
産
性

比
白
下
降
は
死
産
率
の
減
少
ム
一
共
に
件
ム
七
ヶ
月
以
前
白
死
産
割
合
の
減
退
忙
原
因
を
有
す
る
己
と
が
知
ら
れ
る
。
此
際
逆
に
死
産

に
男
児
割
合
が
減
少
せ
る
己
主
が
死
産
率
の
減
退
に
作
用
し
た
と
の
推
論
は
、
死
産
率
多
き
私
山
川
子
白
死
産
に
於
て
嫡
出
死
産
よ
り

も
男
児
超
過
率
低
音
事
賞
か
ち
成
立
し
難
い
で
あ
ち
う
。

序
に
若
し
己
の
七
ヶ
月
以
前
の
死
産
率
蛇
ぴ
に
死
産
性
比
D
減
退
傾
向
に
流
産
も
件
ム
で
あ
ら
う
と
の
偲
定
が
許
さ
れ
る
た
ら
ば

戟
時
に
於
け
る
私
川
流
虐
率
の
減
退
さ
へ
も
蟻
想
さ
れ
、
惹
い
て
は
受
胎
に
於
け
る
買
の
性
比
を
女
児
百
に
付
男
児
百
八
の
前
後
に

あ
り
と
せ
る
ベ
ル
ヌ
1
2
1
の
偲
説
が
再
び
樹
立
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

.... ，、
結

三王
将口

誌
で
一
般
的
危
る
出
生
率
減
退
白
事
賓
と
闘
聯
し
て
出
生
に
於
け
る
男
児
超
過
率
上
芽
の
志
味
を
敷
得
す
れ
ば
、
師
叫
に
死
産
率
白

推
移
か
ら
も
判
明
す
る
如
〈
、
職
時
に
於
け
る
出
生
率
の
減
少
は
決
し
て
母
性
側
白
出
産
能
力
の
低
下
で
は
た
い
己
と
が
指
摘
さ
れ

得
る
。
従
っ
て
現
貧
的
出
産
率
減
退
は
戦
時
下
営
然
の
結
果
で
あ
る
と
見
徹
さ
れ
る
と
共
に
、

E

U
出
産
男
女
別
む
恒
常
性
が
維
持

Ch. Bernnul1i; a. a. O. S. 14I 28) 



せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
寅
に
依
り
、
現
賓
の
山
川
生
減
退
を
緩
和
す
る
潟
に
死
産
率
が
一
層
甚
だ
し
く
減
少
し
て
ゐ
る
乙
と
を
知
っ
た
。
換

言
す
れ
ば
戦
時
比
於
け
る
出
産
率
の
低
下
比
も
拘
ち
ゃ
、
出
生
率
が
猶
可
成
り
の
程
度
に
維
持
さ
れ
て
ゐ
る
己
と
は
母
親
に
於
け
る

出
産
力
白
よ
り
よ
き
殻
揮
で
あ
っ
て
、
共
の
詮
擦
を
出
生
に
於
け
る
男
児
超
過
率
D
上
昇
に
見
る
の
で
あ
る
。
斯
る
見
解
に
於
て
始

め
て
五
回
々
は
事
療
の
影
響
を
徒
ら
に
悲
し
む
に
は
首
ち
た
い
と
信
じ
、
事
ろ
事
同
型
自
血
(
へ
た
好
ま
し
き
傾
向
と
し
て
、
戟
時
下
の
母

性
投
ぴ
に
乳
幼
児
社
愛
護
す
る
運
動
の
徹
底
化
を
希
望
し
た
い
。
併
し
翻
っ
て
戦
時
に
於
け
る
死
産
率
低
下
の
買
の
原
因
畑
何
を
海

へ
る
時
、
単
に
私
生
子
の
地
位
待
池
白
改
善
が
共
に
興
っ
て
力
が
あ
っ
た
と
し
、
斯
る
保
護
針
策
白
必
要
を
叫
ぷ
ば
か
り
で
満
足
す

べ
き
で
は
な
く
、
更
に
問
題
の
奥
深
く
存
在
す
る
ら
し
〈
思
は
れ
る
所
の
多
産
多
死
・
小
産
小
死

E
貫
く
人
口
理
論
的
命
題
に
惣
到

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
卸
ち
職
品
ず
に
由
来
す
る
己
む
を
得
ざ
る
多
産
制
限
白
結
果
が
必
然
的
に
既
漣
の
如
雪
自
然
品
目
動
的
な
る
死
産
率

の
低
下
b
T
招
来
せ
る
に
非
や
や
と
の
疑
問
が
賭
来
に
於
て
五
口
々
に
解
決
を
治
っ
て
ゐ
る
。

斯
る
生
死
相
闘
の
理
論
を
設
〈
に
は
、
死
因
不
詳
在
る
死
産
よ
り
も
、
死
問
を
明
瞭
に
皐
げ
得
る
乳
児
死
亡
問
題
の
方
が
一
居
よ

き
考
察
針
象
と
友
る
で
あ
ら
う
が
、
共
は
突
の
研
究
に
譲
る
べ
き
で
あ
る
。
認
で
問
題
と
せ
る
産
前
死
亡
の
範
閏
で
は
出
産
率
の
減

少
が
死
産
率
低
下
の
主
要
原
凶
で
あ
り
、
死
産
に
於
け
る
男
性
超
過
率
の
低
下
が
出
生
に
於
け
る
男
児
超
過
を
招
来
せ
る
己
と
は
確

貨
で
あ
る
。
斯
く
で
五
日
人
が
同
生
に
比
し
一
一
庇
安
定
的
で
あ
る
と
見
倣
せ
る
出
産
男
女
別
の
秩
序
も
、
更
に
湖
っ
て
流
産
の
頻
繁
率

蛇
び
に
性
比
の
溌
動
に
依
り
て
倒
閣
飢
せ
ら
れ
得
る
も
の
と
知
れ
ば
、
斯
る
統
計
資
料
の
整
備
は
翠
に
盟
曲
師
及
び
生
物
患
者
の
興
味
が

存
す
る
ぽ
か
り
で
在
〈
、
有
〈
も
人
口
政
策
を
論
十
る
矯
政
者
に
も
念
務
と
考
へ
ら
れ
る
。
五
口
々
と
し
亡
は
斯
る
出
産
男
女
別
白
秩

序
を
見
山
川
し
得
た
と
ム
」
を
喜
ぶ
と
共
に
、
問
産
前
後
に
於
け
る
人
聞
の
欺
附
的
行
潟
を
排
除
し
て
、
出
生
男
女
別
の
秩
序
を
民
族
生

命
の
存
績
と
更
新
の
指
標
た
ら
し
む
べ
〈
、
人
類
の
道
義
的
秩
序
主
堅
持
す
る
責
任
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
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